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1.　 前報 において,昆布浸出液中のアミノ酸をし らべ，

デンシトグラムによ り，水浸 と加熱による相違について

検討 した。今 回は， 昆布の部位別および温度別浸出液に

つ いて， 定量を行なったので報告する。

2･　試料 の昆布 は， 北海道尾札 部産のものを用い，先

端部, 中間部，根端部に分け，昆布投入時の水 の温度を

15°C より95 °Ｃ まで変化 させ， それぞれの浸出液を試

料 とし た。 高圧濾紙電 気泳動法 に よ リ アミノ酸を分離

し， デンシト メーターおよび光電 光度肝によ り定量を行

なった。

3.　昆 布浸出液中のアミノ酸は，前 回 の グ ルタミン

酸， アスパ ラギン酸， アラニン， バ ジンの 定 性 に 加え

て， グリシン， トリプ トファン，プロリンも同定した。

部位別 では， 根端部浸出液には，中間部，先端部よ りも

グルタ ミン酸， アスパ ラギン酸をはじめとして，全般 的

に アミノ酸 の溶出量 が多いこ と が わ か っ た。 温度別 で

は，根端部，先 端部 とも に 低温(15°C~45°C)で浸出し

たほうが，アミノ酸の溶出量が多いこ とがわかった。


